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産業技術総合研究所地質調査総合センターでは東海地域と近畿地域を中心として地下水総合観測ネットワーク

を構築し、地下水の観測を行っている。我々は地震に伴う地下水変化の研究を行っている。大地震に伴って震源か

ら遠くにある井戸の地下水が変化することは良く知られている。これは地震の表面波が原因と考えられている。

2004 年 12 月 26 日に発生したスマトラ島西方沖の地震(M9.0)の後、産業技術総合研究所の地下水観測点の地下水

位に変化が見られた。これらの観測結果を基に、地震波に対する地下水位応答の特徴を整理する。また花折観測点

の地下水位と歪計の記録との比較を行った結果、面積歪変化と地下水位変化がほぼ同じ波形をしていることが分

かった。地震波に対する応答から、地下水位の歪感度を推定した。その結果、数十秒周期の成分で 0.30-0.35 

mm/10^-9strain、数百秒周期の成分で 0.45-0.50 mm/10^-9strain であった。 


